
平成２６ 年度特別支援学校教員資格認定試験問題（第１ 次）
自立活動に関する科目（ Ｉ）
（問題１ ～問題３０  全３０ 問）
時間１０：００～１１ ：３０                ・

（受験上の注意）

（1） 問題冊子は表紙を除いて３０ ページです。

（２） 監督員の「始め」の合図があるまで, 問題冊子を開いてはいけません。 

（３） 解答は, 解答用紙（マークシート） の解答欄の型
塗りつぶしてください。 

（４） 解答用紙に氏名, 受験番号を記入し, 科目名と受験番号の
ていねいに塗りつぶしてください。 

当する０を

（５）  この試験の解答時間は,  「始め」の合図があってから, ９０分です。

（６） 試験開始後３０ 分間は, 退室を認めません。
３０ 分経過後に途中退室する場合は, 解答用紙をそのまま机の上に残して

退室してください。
問題冊子は持ち帰ってください。

（７） 監督員の「やめ」の合図がありましたら, 解答を．直ちにやめ, 解答用紙が
回収されるまで, 着席したまま待つていてください。 

（８）  問題冊子の余自は, 下書きに使用しても差し支えありません。 
◇ＭI （５３１－ｌ） 



問題 １  次のＡ群の各文は, 特別支援教育の在り方について述べたものであ
る。 Ａ群１ から４ のうち,  「特別支援教育を推進するための制度の在り方に
ついて（答申）」（平成１７ 年１２ 月８ 日, 中央教育審議会） の記述として正し
いものの組合せを, Ｂ群アからェまでの中から一つ選び, その記号で答えな
さい。 

〔Ａ  群〕
１  特別支援教育の理念と基本的考え方が普及・ 定着することは, 現在の
学校教育が抱えている様々 な課題の解決や改革に大いに資すると考えら
れることなどから, 積極的な意義を有するものである。

２  共生社会の形成に向けて, 障害者の権利に関する条約に基づくインク
ルーシフ教育システムの理念が重要であり, その構築のため, 特別支援
教育を着実に進めていく必要があると考える。
３  特別支援教育は, これまで特殊教育の枠組みの下で培われてきた教育
水準や教員の専門性が維持・ 向上できるような方向で推進されることが
必要である。

４  我が国が目指すべき社会は, 障害の有無にかかわらず, 誰もが相互に
人格と個性を尊重し支え合う国際化社会である。        ． 

〔Ｂ   群〕
ア   １ ・３
イ １ ・４
ウ   ２・３
工   ２ ・４ 

◇ＭI （５３１－２） 



問題２  次の文章は, 『特別支援学校高等部学習指導要領』（平成２１年文部科
学省告示第３７ 号） の教育課程の編成・ 実施に当たって配慮すべき事項の一
つである（原文の一部を省略）。 文章中の －  に当てはまる語句の組
合せとして正しいものを, 解答群アからェまでの中から一つ選び, その記号
で答えなさい。 

教育課程の編成に当たっては, 生徒の障害の状態, 特性及び －  等
に応じた適切な －  の履修ができるようにし, このため, 多様な
ｍ  を設け生徒が －  することのできるよう配慮するものとす
る。 また, 教育課程の類型を設け, そのいずれかの類型を選択して履修させ
る場合においても, その類型において履修させることになっている
一  以外の 「(ｉ◆ を履修させたり, 生徒が －  することの
できる ｍ  を設けたりするものとする。 

〔解答群〕
ア  ①家庭環境
イ ①家庭環境
ウ  ①進  路
工 ①進  路

②領域・ 教科
②各教科・ 科目
②領域・ 教科
②各教科・ 科目

③白由に選択履修
③必要に応じて履修
③必要に応じて履修
③自由に選択履修

◇ＭI （５３１－３） 



問題３  次のＡ群には, 発達に関係した用語が, Ｂ群にはそれに関連の深い人
物が示されている。 Ａ群の用語に関連の深い人物を Ｂ 群から探し, その組合
せとして適切なものを, 解答群アから工までの中から一つ選び, その記号で
答えなさい。          － 

〔Ａ  群〕
１  形式的操作期
２  インプリンテイング（刷り込み）
３  生態学的環境システム
４  アイデンティティの確立

〔Ｂ  群〕
ａ   ブロンフェンブレンナー （Ｂｒｏｎｆｅｎｂｒｅｎｎｅｒ, Ｕ． ）
ｂ   ローレンツ （Ｌｏｒｅｎ２」, Ｋ‘ Ｚ, ）
ｃ   エリクソン （Ｅｒｉｋｓｏｎ, Ｅ． Ｈ． ）
ｄ   ピアジェ （Ｐｉａｇｅｔ,Ｊ） 

〔解答群〕
ア   １ －ａ
イ １ －ａ
ウ   １ －ｄ
工   １－ｄ 

２－ｃ 
２ －ｄ 
２ －ｂ 
２ －ｂ 

３－ｄ 
３ －ｂ 
３ －ａ 
３ －ｃ 

３－

４－ｂ 
４ －ｃ 
４ － ｃ 
４ －ａ 

◇ＭI （５３１－４） 



問題４  次の文章は, けいれん発作を主症状とする「てんかん」で見られる発
作に関して述べたものである。 文章中の －  に当てはまる語句の組合
せとして正しいものを, 解答群アから工までの中から一つ選び, その記号で
答えなさい。

てんかん発作は, 全般発作と部分発作に分類される。 部分発作は, 一側大
脳半球に限局した神経細胞の興奮による発作で, 興奮が起こった脳の部位の
機能によって, さまざまな症状が見られる。 発作中に意識の減損がない
ｍ  , 意識減損を伴う －  に分類される。 全般発作は, 最初の
臨床経過から, 両側大脳半球が初めから巻き込まれていることを示す発作
で,  ｍ   （大発作）,  －   （小発作） が代表的である。 

〔解答群〕
ア
イ
ウ
工

①単純部分発作 ②欠神発作       ③複雑部分発作 ④強直間代発作
①単純部分発作 ②複雑部分発作 ③欠神発作       ④強直間代発作
①単純部分発作 ②複雑部分発作 ③強直間代発作 ④欠神発作
①複雑部分発作 ②欠神発作

４ 

③強直間代発作 ④単純部分発作

◇ＭI （５３１－５） 



問題５  次のＡ群の各文は,  「理学療法士及び作業療法士法」（昭和４０年６ 月
２９ 日法律第１３７ 号） について述べたものである。 Ａ群１ から４ のうち, 同
法の規定に照らして正しいものの組合せを, Ｂ 群アからェまでの中から一つ
選び, その記号で答えなさい。 

〔Ａ  群〕
１  法律の目的は, 理学療法士及び作業療法士の資格を定めるとともに,
その業務が, 適正に運用されるように規律し, 医療の普及及び向上に寄
与すること, とされている。

２  理学療法の定義は, 身体に障害のある者に対し, 主としてその基本的
動作能力の回復を図るため, 治療体操その他の運動を行わせ, 及び電気
剌激, マッサージ, 温熱その他の物理的手段を加えること, とされてい
る。

３  作業療法の定義は, 身体又は精神に障害のある者に対し, 主としてそ
の基本的動作能力の回復を図るため, 手芸, 工作その他の作業を行わせ
ること, とされている。

４  理学療法士又は作業療法士になろうとする者は, 都道府県が実施する
理学療法士試験又は作業療法士試験に合格し, 都道府県知事の免許を受
けなければならない, とされている。 

（Ｂ   群〕
ア   １ ・２
イ １・３
ウ   ２ ・４
エ   ３・４ 

５  － ◇ＭI （５３１－６） 



問題 ６  次の各文は, 特別支援教育の対象となる児童生徒の推移について述べ
たものである。 アからェまでの中から, 正しいものを一つ選び, その記号で
答えなさい。 

ア  全国の通級による指導の対象となる児童生徒数は, 平成５ 年の制度創
設以降増加の一途をたどっている。 平成１８ 年以降は, 学校教育法施行
規則の改正により新たに対象となった学習障害, 注意欠陥多動性障害, 
自開症の児童生徒数の増加が著しい。 平成２０ 年以降, 全国の通級によ
る指導の障害種別の対象者数で一番多いのは, 学習障害の児童生徒であ
る。 （文部科学省 「平成２５ 年度通級による指導実施状況調査」 より）

イ 平成２４ 年に文部科学省が実施した 「通常の学級に在籍する発達障害
の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査」
によれば, 知的発達に遅れはないものの学習面又は行動面で著しい困難
を示す児童生徒の割合は６．５ ％ であった。 この割合は平成１４ 年に同省
が行つ． た調査結果の３．６ ％ と比較すると大幅に増加している。

ウ  昭和５４ 年の養護学校教育の義務制実施により, 我が国において病
弱・ 発育不完全により就学を猶予・ 免除される児童生徒数は激減するこ
ととなった。 その後, 養護学校の増設や通学環境の整備等が進んだこと
により, 平成２０ 年以降, 病弱・ 発育不完全により就学を猶予・ 免除さ
れている児童生徒は存在していない。 （文部科学省 「平成２５ 年度特別支
援教育資料」 より）

工  全国の特別支援学級在籍の児童生徒数は, 平成１４ 年から平成２４ 年の
間におよそ２ 倍になっている。 平成２５ 年の在籍者数を障害種別に見る
と, 一番多いのは知的障害特別支援学級在籍者であり, 次いで自閉症・
情緒障害特別支援学級在籍者となっている。 （文部科学省 「平成２５ 年度
特別支援教育資料」 より） 

６－ ◇ＭI （５３１－７） 



問題７  次の図は, 『特別支援学校学習指導要領解説自立活動編（幼稚部・ 小
学部・ 中学部・ 高等部）』（平成２１ 年６ 月） に示された国際生活機能分類
（ＩＣＦ） の概念図（一部改変） である。 図中の①から⑤に当てはまる語句の
組合せとして正しいものを, 解答群アからェまでの中から一つ選び, その記
号で答えなさい。 

健康状態 IＣＤ（国際疾病分類） 
＿ ｌ  

①

視覚, 聴覚, 等

②

歩行,
各種ＡＤＬ,家事, 職業能力, 等

疾病, 外傷, 等

③

就労, 趣味,
スポーツ, 地域活動, 等

福祉用具, 建築, 等
家族, 友人, 等制度, サービス, 等

年齢, 性別, 民族, 生活感, 
価値観, ライフスタイル, 等

〔解答群〕
ア  ①心身機能・ 身体構造

④環境因子
イ ①心身機能・ 身体構造

④環境因子
ウ  ①能力的不利

④家庭環境
工 ①個人因子

④家庭環境

②能力的不利
⑤個人因子
②活  動
⑤個人因子
②参  加
⑤活  動
②心身機能・ 身体構造
⑤能力的不利
一７－ 

③活  動

③参 加

③社会的不利

③社会的不利

◇ＭI （５３１－８） 



問題８  次のアからェには, 遠城寺式・ 乳幼児分析的発達検査法（九大小児科
改訂版） の各領域における検査内容を示している。 １ 歳６ か月から１ 歳８ か
月までの検査内容として, 誤っているものを一つ選び, その記号で答えなさ
いｏ 

ア  移動運動の領域

イ
ウ
工

基本的習慣の領域
対人関係の領域・・ 
言語理解の領域・, 

ひとりで一段ごとに足をそろえながら階段をあ
がる。
ストローで飲む。
身ぶりをまねする （オツムテンテンなど）。
目, 口, 耳, 手, 足, 腹を指示する。 

０Ｍ１ ．（５３1－９） 



問題９  次のＡ群には, 性格心理学に関係した用語が, Ｂ群にはそれに関連の
深い人物が示されている。 Ａ群の用語に関連の深い人物を Ｂ 群から探し, そ
の組合せとして適切なもの． を, 解答群アからェまでの中から一つ選び, その
記号で答えなさい。 

〔Ａ  群〕
１  口唇期
２  集合的無意識
３  神経症的傾向（情緒安定性）
４  個別特性と共通特性

〔Ｂ  群〕
ａ   フロイト（Ｆｒｅｕｄ,Ｓ）
ｃ   アイゼンク（Ｅｙｓｅｎｃｋ,Ｈ．Ｊ） 

〔解答群〕
ア   １ －ａ
イ １－ａ
ウ   １ －ｄ
工   １－ｄ 

２－ｃ 
２ －ｄ 
２ －ｂ 
２ － ｂ 

ｂ 
ｄ 

３－ｂ 
３ －ｃ 
３ －ａ 
３ －ｃ 

オルポート （Ａ１１ｐｏｒｔ, Ｇ． Ｗ． ） 
ユング （Ｊｕｎｇ, Ｃ． Ｇ． ） 

４－ｄ 
４ －ｂ 
４ －ｃ 
４ －ａ 

◇ＭI （５３１－１０） 



問題１０  次の各文は, 障害者の労働及び雇用について述べたものである。 「障
害者の権利に関する条約 （ 日本政府公定訳文） 」 の 「第２７ 条労働及び雇用」
に規定されていないものを, アから工までの中から一つ選び, その記号で答
えなさい。 

ア  障害者が技術及び職業の指導に関する一般的な計画, 職業紹介サービ
ス並びに職業訓練及び継続的な訓練を利用する効果的な機会を有するこ
とを可能とすること。

イ 障害者の個々 人の障害による課題克服のための施設・ 設備の整備等や
特別な措置を行う場合に, その費用の一部を助成し, 障害者の雇用の促
進や雇用の継続を図ること。

ウ  障害者が他の者との平等を基礎として労働及び労働組合についての権
利を行使することができることを確保すること。

工  障害者の職業リハビリテーション, 職業の保持及び職場復帰計画を促
進すること。 

１０ ◇ＭI （５３1－１１） 



問題１１  次のＡ群には, 『特別支援学校小学部・ 中学部学習指導要領』（平成
２１ 年文部科学省告示第３６ 号） に規定されている, 知的障害者である児童に
対する教育を行う特別支援学校の各教科の内容が示されている。 Ａ群１ から
５ のうち, 教科「生活」の内容として正しいものの組合せを, Ｂ群アからェ
までの中から一つ選び, その記号で答えなさい。 

〔Ａ  群〕
１  教師と一緒に日課に沿って行動する。
２  かいたり, つくったり, 飾つたりすることに関心をもつ。
３  教師と一緒に簡単な買い物をする 。
４  教師の話を聞いたり, 絵本などを読んでもらったりする。
５  具体物があることが分かり, 見分けたり, 分類したりする。 

〔Ｂ  群〕
ア   １ ・３
イ １・５
ウ   ２・３
工   ４・５ 

１1 ◇ＭI （５３１－ｌ２） 



問題１２  次のＡ群には, 我が国の障害者教育・ 福祉に関する学校・ 施設が, Ｂ
群にはその学校・ 施設に関係した人物が示されている。  １ から５ のうち, 正
しいものの組合せを, 解答群アからェまでの中から一つ選び, その記号で答
えなさい。 

〔Ａ  群〕
１  整肢療護園・ 
２．  白川学園…・． 

あ３  東京盲啞学校
４  楽石社 ・ 
５  近江学園

〔解答群〕
ア   １ ・ ２ ・ ４
イ １ ・ ３ ・４ 
ウ   ２・３ ・５
工   ２ ・４ ・ ５ 

〔Ｂ  群〕
高木憲次
柏倉松蔵
小西信八
伊沢修二
石井筆子

１２ ◇ＭI （５３1－１３） 



問題１３  次のＡ群の各文は, 教育評価について述べたものである。 Ａ群１ から
４ のうち, プルーム（Ｂlｏｏｍ, Ｂ． Ｓ． ） の考え方．として正しいものの組合せ
を,  Ｂ 群アからェまでの中から一つ選び, その記号で答えなさい。 

〔Ａ  群〕
１  診断的評価とは, 授業や単元の指導に先立って行われる事前評価のこ
とである。

２  総括的評価とは, 授業や単元の指導の後, あるいは学期末などに習得
状況をみる事後評価のことである 。

３．  形成的評価とは, 授業過程の評価であり, 指導者の質問に対する学習
者の応答により評価され, 客観式の小テストを用いることはない。

４  形成的評価とは, 主として客観式の小テストにより, 学習者のクラス
における相対的位置を確認するために行われるものである。 

〔Ｂ   群〕
ア   １ ・２
イ １ ・３
ウ   ２ ・４
工   ３ ・４ 

１３ ０Ｍ１ （５３１－１４） 



問題１４  次のＡ群には, 小児期に見られる疾病が, Ｂ群には, その原因又は症
状が示されている。  １ から４ のうち, 正しいものの組合せを, 解答群アから
工までの中から一つ選び, その記号で答えなさい。 

〔Ａ  群〕
１  ダウン症候群一…・…………． 
２  ギラン・ バレー症候群……・． 
３  レノックス・ ガスト一症候群
４  レッシュ・ ナイハン症候群・． 

〔解答群〕
ア   １ ・２
イ １ ・３
ウ   ２ ・４
工   ３ ・４ 

１４ 

〔Ｂ  群〕
常染色体異常
性染色体異常
難治性てんかん
アミノ酸代謝異常

◇ＭI （５３１－１５） 



問題１５  次の文は, 障害のある児童生徒のための教科用図書に関する法令の規
定である。 この規定が定められている法令名を, 下のアから工までの中から
一つ選び, その記号で答えなさい。 

国は, 障害その他の特性の有無にかかわらずできる限り多くの児童及び生
徒が検定教科用図書等を使用して学習することができるよう適切な配慮がな
された検定教科用図書等の普及のために必要な措置を講ずるものとする 。 

ア  障害のある児童及び生徒のための教科用特定図書等の普及の促進等に
関する法律（平成２０ 年６ 月１８ 日法律第８１ 号）

イ 学校教育法（昭和２２ 年３ 月３１ 日法律第２６ 号）
ウ  学校教育法施行規則（昭和２２ 年５ 月２３ 日文部省令第１１ 号）
工  義務教育諾学校の教科用図書の無償措置に関する法律（昭和３８ 年１２

月２１ 日法律第１８２ 号） 

一１５ ◇ＭI （５３１－１６） 



問題１６  次の文は, 「特別支援学校小学部・ 中学部学習指導要領」（平成２１ 年
文部科学省告示第３６ 号） に示された, 指導計画の作成に当たって配慮すべ
き事項の一つである。 文中の －  に当てはまる語句の組合せとして正
しいものを, 解答群アからェまでの中から一つ選び, その記号で答えなさ
い ｏ 

児童又は生徒のよい点や ｍ  , 進歩の状況などを積極的に評価する
とともに, 指導の －  や成果を評価し, 指導の改善を行い学習意欲の
向上に生かすようにすること。 

〔解答群〕
ア  ① 進んでいる側面
イ ①  進んでいる側面
ウ  ①  可能性
工  ①  可能性

② 過 程
② 到達度
② 過 程
② 到達度

１６ ◇ＭI （５３１－１７） 



問題１７  次のＡ群の１ から４ は, 幼児の遊びについて述べたものである。 通常
の発達における出現の順序に従って配列されているものを, Ｂ 群アからェの
中から一つ選び, その記号で答えなさい。 

〔Ａ  群〕
１  まわりの子供と同じようなことをしているが, 実質的なかかわりはも
たない平行遊びをする 。

２  他児とかかわることなく自分の遊びに専念する。
３  一つのテーマのもとイメージを共有し, それぞれの子供が役割を持っ
てごっこ遊びをする。

４  一つのテーマのもとイメージを共有してごっこ遊びをするが, 遊びの
筋や流れには一貫性がない 。 

〔Ｂ   群〕
ア    １ →２ 一→３ →４
イ １ →２－－, ４→３
ウ    ２ →１ － , ３→４
エ   ２→１ →４→３ 

１７ ◇ＭI （５３１－１８） 



間題１８  次の Ａ群は, 母子保健及び児童福祉について述べたものである。 Ａ群
１ から４ のうち, 正しいものの組合せを,  Ｂ群アからェまでの中から一つ選
び, その記号で答えなさい。      ． 

〔Ａ  群〕
１  市町村（特別区を含む） が実施している乳幼児の健康診査は, 「母子
保健法」（昭和４０年８ 月１８ 日法律第１４１ 号） に基づくが, 「発達障害者
支援法」 （平成１６ 年１２ 月１０ 日法律第１６７ 号） の施行にあわせて, 母子
保健法が改正され,  ５ 歳児の健康診査が法的に追加された。

２  障害のある児童または障害の可能性がある児童で, 治療効果が期待さ
れる場合には,  「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた
めの法律」 （平成１７ 年１１ 月７ 日法律第１２３ 号） による自立支援医療
（育成医療） を利用できる 。

３  「母子保健法」が昭和４０年に制定されるまでは, 「児童福祉法」（昭和
２２ 年１２ 月１２ 日法律第１６４ 号） に基づき,  ３ 歳児健康診査が実施され
ていた。

４  児董虐待防止等, 児童相談所が担う業務で対象となる「児童」には,
「学校教育法」（昭和２２ 年３ 月３１ 日法律第２６ 号） の規定する「幼児,
児童及び生徒」のうち「生徒」は含まれない。 

〔Ｂ   群〕
ア   １ ・２
イ １ ・４
ウ   ２・３
工   ３ ・４ 

１８ － ◇ＭI （５３1－１９） 



問題１９  次の表は,  「身体障害者福祉法施行規則」（昭和２５ 年４ 月６ 日厚生省
令第１５ 号） の身体障害者障害程度等級表の視覚障害における等級の一部を
示したものである。  「 一ｌ に当てはまる数字の組合せとして正しいもの
を, 解答群アからェまでの中から一つ選び, その記号で答えなさい。’ 

級 別  視     覚     障     害         
１  級  両眼の視力（万国式試視   力表によ    って測ったものをいい, 屈折異    

常のある者については,   きょうＩ    一．視力について測つたものをい    
う。 以下同じ。） の和が   ①    以下のもの    

２  級  １  両限の視力の和が  以上    以下のもの ②    ③  
２  両眼の視野がそれ一  ④    度以内でｆ   ）つ両眼による視 
野について視能率に ｃ  一、る損失率がｌ      ｌ５ % 以上0   もの 

〔解答群〕
ア  ①  ０．０１
イ①  ０．０１
ウ  ①  ０．０２
工  ①  ０．０２ 

②  ０．０２ 
②  ０．０２ 
②  ０．０４ 
②  ０,０４ 

③  ０．０４ 
③  ０．０４ 
③  ０．０８ 
③  ０．０８ 

lｇ －

④ １０ 
④ ３０ 
④ １０ 
④ ３０ 

◇ＭI （５３１－２０） 



問題２０  次の Ａ群には, 近年の障害者に関連する国際的な事柄が示されてい
る。 Ｂ 群アから工までの中から, 年代の古い順に配列されているものを一つ
選び, その記号で答えなさい。 

〔Ａ  群〕
１  世界保健機関（ＷＨO） 総会にて国際生活機能分類（ＩＣＦ） が採択さ
れた。

２  国際連合総会にて障害者の機会均等化に関する基準規則が採択され
た。

３  国際連合総会にて障害者の権利に関する条約が採択された。
４  世界保健機関（ＷＨO） が国際障害分類（ＩＣＩＤＨ） を発表した。 

〔Ｂ   群〕
ア   ２→１ －, ３→４
イ ２→４ →１ …．ｻ3
ウ   ４→１ →３→２
工   ４→２一→１ →３ 

２０ ◇ＭI （５３1－２１） 



問題２１  次のアからェの各文のうち, 『特別支援学校幼稚部教育要領』 （平成
２１ 年文部科学省告示第３５ 号） の記述として, 誤っているものを一つ選び, 
その記号で答えなさい。 

ア  幼児の主体的な活動を促すためには, 教師が多様なかかわりをもつこ
とが重要であることを踏まえ, 教師は, 理解者, 共同作業者など様々 な
役割を果たし, 幼児の発達に必要な豊かな体験が得られるよう, 活動の
場面に応じて, 適切な指導を行うようにすること。

イ 幼児の経験を広めて積極的な態度を養い, 社会性や豊かな人間性をは
ぐくむために, 学校生活全体を通じて, 幼稚園の幼児などと活動を共に
することを計画的, 組織的に行うとともに, 地域の人々 などと活動を共
にする機会を積極的に設けること 。

ウ  聴覚障害者である幼児に対する教育を行う特別支援学校においては,
早期からの教育相談との関連を図り, 保有する聴覚や視覚的な情報など
を十分に活用して言葉の習得と概念の形成を図る指導を進めること。 ま
た, 言葉を用いて人とのかかわりを深めたり, 日常生活に必要な知識を
広げたりする態度や習慣を育てる．こと 。

工  視覚障害者である幼児に対する教育を行う特別支援学校においては,
早期からの教育相談との関連を図り, 幼児が聴覚, 触覚及び保有する視
覚などを十分に活用して周囲の状況を把握し, 活発な活動が展開できる
ようにすること。 また, 健康状態の維持・ 改善に必要な生活習慣を身に
付けることができるようにすること。 

２１ － ０Ｍ１ （５３１－２２） 



問題２２  次の Ａ群には検査名が,  Ｂ 群にはその検查に関係する語旬が示されて
いる。 検査名と語句の組合せとして誤っているものを, 下のアからェまでの
中から一つ選び, その記号で答えなさい。 

〔Ａ  群〕
ア  ＬＤＩ－Ｒ  ＬＤ判断のための

〔Ｂ  群〕

調査票…一ーー一…一……………基礎的学力, 個人内差
イ ＩＴＰＡ 言語学習能力診断検査

ウ

工

１９９３ 改訂版   －一…一一…・ 
ＤＮ－ＣＡＳ 認知評価システム

ＭＥＰＡ－Ｒ ムーブメント教育
療育プログラムアセスメント

２２ － 

言語性 ＩＱ, 動作性 ＩＱ
同時処理, 継時処理, 注意, 
プランニング

運動・ 感覚,． 言語, 社会性

◇ＭI （５３１－２３） 



問題２３  次のＡ群の各文は, 欲求について述べたものである。 Ａ群１ から４ の
うち, 正しいものの組合せを,  Ｂ群アからェまでの中から一つ選び, その記
号で答えなさい。 

〔Ａ  群〕
１  学習に対する内発的動機づけとは, 他者からの働きかけなどによって
学習に取り組むが, 目標は学習それ自体である意欲のことである。

２  学習に対する外発的動機づけとは, 他者からの働きかけなどによって
学習に取り組み, また, 学習は目標ではなく手段であるような意欲のこ
とである。

３  知識や活動, 探索などを求める基本的欲求は, 承認欲求と呼ばれ, 食
欲や性欲のような生理的基盤はないとされている。

４  達成欲求とは, 人よりも優れた水準でものごとを成し遂げたいという
欲求のことである。 

〔Ｂ   群〕
ア   １ ・２
イ １ ・３
ウ   ２・４
工   ３ ・４ 

２３ － ◇ＭI （５３１－２４）



問題２４  次のＡ群は, 学校保健及び学校安全について述べたものである。 Ａ群
１ から４ のうち, 正しいものの組合せを, Ｂ群アからェまでの中から一つ選
び, その記号で答えなさい。 

〔Ａ  群〕
１  学校で予防すべき感染症は, 「学校保健安全法施行規則」（昭和３３年
６ 月１３ 日文部省令第１８ 号） により第一種から第三種まであるが, この
疾病群の分類は,  「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関す
る法律」 （平成１０ 年１０ 月２ 日法律第１１４ 号） の分類と同じである。

２  食生活で注意が必要な障害及び疾病として, 重症心身障書, ロ唇・ 口
蓋裂, 視覚障書, 知的障害, 発達障害, アレルギーなどがあり, 食材の
選択, 調理法の工夫, 摂食訓練などが考慮される必要がある。

３  学校保健安全法（昭和３３ 年４ 月１０ 日法律第５６ 号） により学校安全
が規定されているが, この中で, 危険等発生時対処要領 （危機管理マ
ニュアル等） の作成と職員に対する周知・ 訓練の実施が求められてい
る。

４  学校で行われる定期健康診断の項目は, 学校保健安全法施行規則に基
づく。 その項目の中で, 識 , 、器ｉき商ｈ, ど脊柱・ 胸郭の異常の有無に
ついて, 学校医が内科系の医師で整形外科領域を専門としない場合に
は, 判定はしなくてもよい。 

〔Ｂ  群〕
ア   １ ・２
イ １ ・４
ウ   ２・３
工   ３ ・４ 

２４ ◇ＭI （５３１－２５） 



問題２５  次のアからェまでのうち, 「障害者虐待の防止, 障害者の養護者に対
する支援等に関する法律」 （平成２３ 年６ 月２４ 日法律第７９ 号） に照らして,
障害者虐待を防止するため必要な措置を講ずる責務のある者として誤ってい
るものを一つ選び, その記号で答えなさい。 

ア  障害者福祉施設の設置者
イ 学校の設置者
ウ  保育所等の長
工  医療機関の管理者

２５ ◇ＭI （５３１－２６） 



問題２６  次の Ａ群の各文は, 知的障害者を教育する場合の教育課程の編成につ
いて述べたものである。 Ａ群１ から４ のうち, 我が国の現行の教育課程の基
準に照らして正しいものの組合せを, Ｂ 群アから工までの中から一つ選び,
その記号で答えなさい。 

〔Ａ  群〕
１  知的障害者を教育する特別支援学校の小学部では, 教育課程編成上,
総合的な学習の時間を含めていない 。

２  生活単元学習などの各教科等を合わせた指導が実施できる根拠は, 学
校教育法施行令に規定されている 。

３  知的障害者を教育する特別支援学校では, 自立活動の指導を取り扱わ
ないことができる。

４  特別支援学級では, 児童生徒の実態に応じて, 特別の教育課程を編成
できる。 

〔Ｂ   群〕
ア   １ ・２
イ １ ・４
ウ   ２・３
工   ３ ・４ 

－２６ ◇ＭI （５３．１－２７） 



問題２７  次の Ａ群には検査法の説明が,  Ｂ 群には検査名が示されている。 Ａ群
１ から３ の説明に当てはまらないものを, Ｂ群アからェまでの中から一つ選
び, その記号で答えなさい。 

〔Ａ  群〕
１  子供の日常生活の様子をよく知つている保護者や指導者が, 「身辺自
立」「移動」「作業」「意志交換」「集団参加」「自己統制」の領域に関す
る質問の答えを記入し, 評価する質問紙検査である。

２  下位検査が, 「認知／前言語」「表出言語」「理解言語」「微細運動」
「粗大運動」「視覚一運動模倣」「感情表出」「対人的相互性」「運動面の
特徴」「言語面の特徴」で構成され, 「合格」「芽生え」 「不合格」の基準
で採点される。
３  「姿勢・ 運動」「認知・ 適応」「言語・ 社会」の３ 領域で構成され, 領
域別及び全領域総合の発達年齢と発達指数を算出することができる 。 

〔Ｂ  群〕
ア  ＰＲＥＢ 学習レディネス検査
イ 自閉児発達障害児教育診断検査一三訂版（ＰＥＰ－３ ）
ウ  Ｓ－Ｍ社会生活能力検査
エ  新版 Ｋ 式発達検査２００１ 

２７ ◇ＭI （５３１－２８） 



問題２８  次のアからェまでの中から, 呼吸機能障害をきたす疾病に関して記述
したものとして正しいものを一つ選び, その記号で答えなさい。 

ア  気管支ぜんそくは, 気道の狭窄による呼吸器障害であるが, アレル
ギー以外に, 心臓や血管系の疾病が原因となる特殊な気管支ぜんそくが
ある。

イ 糖尿病性昏睡は, 糖尿病の三大合併症の一つである神経症状によって
おこる呼吸不全が原因である。

＿ ｖ、                     目                          けいま、い   日ウ  脊髄損傷による呼吸器障害は, 主に, 上部頸髄の損傷による。
工  重症筋無力症は, 急に增悪し, 筋力の低下が見られるが, 呼吸筋機能

は比較的保たれているので, 人工呼吸器による管理が必要となることは
ない。 

２８ ◇ＭI （５３１－２９） 



問題２９  次の表は,  「身体障害者, 知的障害者及び精神障害者就業実態調査の
調査結果について」（厚生労働省, 平成２０年１ 月１８ 日発表） における求職
活動を行っている障害者の求職活動の内容を示したものである 。 Ａ群には,
表中の①から③に当てはまる語句が示されている 。 表中①から③に当てはま
る語句の組合せとして適切なものを, Ｂ 群のアからェまでの中から一つ選
び, その記号で答えなさい。 

身体障害者  知的障害者  精神障害者 
①  ５５．１ ％  ４６．８ ％  ３６．９ ％ 
②  ６．１ ％  ３５．４ ％  ０．６ ％ 

障害者職業センターに相談  ５．８ ％  １２．７ ％  ６．４ ％ 
就業・ 生活支援センターに相談  ４．１ ％  １６．５ ％  １１．５ ％ 

授産施設, 作業所等に相談  ２．０％  ８,９ ％  ７．０％ 
③  ２４．８ ％  ２７．８ ％  １１．５ ％ 

広告, ちらし等  ４９．０％  ３５．０％  ５３．５ ％ 
その他  １０．５ ％  ７．６ ％  １３．４ ％ 
無回答  ０．３ ％  ０．０％   ０．６ ％ 

注： 複数回答
〔Ａ  群〕

ａ  学校, 訓練所等に相談
ｂ  公共職業安定所に申込み
ｃ  知人, 友人に相談

〔Ｂ  群〕
ア  ①一ａ 
イ ①一ａ 
ウ  ①一ｂ 
工  ①一ｂ 

②一 ｂ 
②一 ｃ 
②一ａ 
②一ｃ 

③一ｃ 
③一ｂ 
③一 Ｃ 
③一ａ 

－２９ － ◇ＭI （５３１－３０） 



問題３０  次のＡ群は,  「平成２２ 年度障害のある児童生徒の就学形態に関する国
際比較調査報告書」 （平成２２ 年度内閣府委託報告書） に示されている各国の
教育の状況を記述したものである。 Ａ群１ から４ に該当する国の組合せとし
て正しいものを, Ｂ 群アから工までの中から一つ選び, その記号で答えなさ
いｏ 

〔Ａ  群〕
１  医学的, 病理学的観点から診断された障害ではなく, 学習の困難さと
教育的措置による観点から捉えた特別な教育的ニーズという新たな教育
学的観点を提唱

２  学校教育制度全体を改革する中で障害の有無や程度を問わず全ての子
供の教育を保障するインクルーシフ教育制度を構築

３  普通学校での就学に向けた対策として, 「生活の場における特殊教育
及び看護サービス」 という機関が設置され, 学校での受け入れを容易に
するための支援や医学的な診断などを実施

４  視覚障害児, 肢体不自由児は, ノーマライゼーション思想の発展に
伴って, 統合教育に吸収

〔Ｂ  群〕
ア    １
イ １
ウ    １
エ   １ 

イタリア
フランス
イギリス
イギリス

２  スウェーデン
２  イギリス
２  スウェーデン
２  イタリア

３０ 

３ 
３ 
３ 
３ 

イギリス
イタリア
フランス
フランス

４  フランス
４  スウェーデン
４  イタリア
４  スウェーデン

◇ＭI （５３1－3１） 




